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動画を御覧ください



土石流状況（神瀬地区） 土石流状況（球泉洞）

令和２年７月豪雨による被害状況①

球磨川氾濫状況（一勝地地区 役場から撮影） 家屋浸水状況（渡地区） 国道219号崩落（馬場地区）



球磨川氾濫状況（渡地区）

橋梁流失（渡地区 相良橋）福祉施設 千寿園

さくらドーム（災対本部）さくらドーム（発災直後 避難場所）

令和２年７月豪雨による被害状況②



脱炭素先行地域申請までのプロセス
イベント年月 概要

H26.3 球磨村総合エネルギー計画策定
再生可能エネルギーの積極的な導入を行いつつ、村内全体で省エネルギーを推進し、環
境性・防災性の両面から「低炭素かつエネルギー自給率の高い村」を目指す旨を規程

総合エネルギー計画の具体的なアクションプランの位置付けとして策定

民間出資100%の地域新電力会社

「災害に強く、豊かな地域資源を後世に継承し、住民が安全に安心して住み続けられる山
里『球磨村』の復興」を目指し、地域別の復興まちづくりの方向性を示した計画

CO2排出量の将来推計とカーボンゼロ達成に必要な再エネ導入量を算出し、導入後ビ
ジョンを策定

再エネ導入戦略と復興計画を基に先行地域を設定。太陽光発電設備の設置及び再エネ
の供給を担う球磨村森電力と、PPA主要導入先である球磨村森林組合と共同申請

79件の計画提案の中から採択
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豪雨による球磨川及び支流の増水氾濫により、本村内で25名の死者、河川土木農林等
で約1,400件の被害、建物被害503件を出す災害

エネルギー地産地消に向けた相互連携、球磨村森電力の収益の一部を本村に拠出する
旨を規程した協定を締結し、村有施設及び林業加工施設（球磨村森林組合所有）に供給

球磨村地球温暖化対策実行計画策定

株式会社球磨村森電力設立

球磨村森電力と連携協定を締結し、村内主
要要施設に電力供給開始

令和２年７月豪雨災害被災

球磨村復興計画策定

球磨村再生可能エネルギー導入戦略策定
開始

脱炭素先行地域（第１回）公募申請

脱炭素先行地域（第１回）選定

後に球磨村森電力の代表となる中嶋崇史氏と球磨村森林組合が平成24年から進めた
導入計画に基づき、木材乾燥施設及び村有の温浴施設に木質バイオマスボイラーを導入

H29.3 木質バイオマスボイラー導入



令和４年６月１１日、球磨村役場様、球磨村森林組合様とともに、環境省「脱炭素先行地域」に選定されました。
球磨電では、村内のほぼ全域の「カーボンゼロ」の達成に向け、球磨電は「再エネの整備」、「再エネ電力の供給」を全面的に担います。
本事業による脱炭素を通じて、球磨村の創造的復興に貢献していきます。

（参考）第1回脱炭素先行地域に選定





脱炭素先行地域における再エネ事業の全体像







発電設備の構成

 パネル導入規模及び施設デマンドに合わせて、最適な蓄電池容量をシミュレーションから算出
 ハイブリッドPCS（SUN2000-4.95KTL-JPL1）と家庭用蓄電池（LUNA2000-15-NHS0）のセットを並列で設置することにより、
最適な蓄電池容量になるようにスケールを調整可能

 より大規模な発電所には、スケールメリットの出る中型蓄電池システム（LUNA2000-200KWH-2H1）を導入

4.95kWハイブリッドPCSと家庭用蓄電池の並列構成 中型蓄電池





停電時の蓄電池活用

 令和２年豪雨災害を経験した球磨村にとって、被災時のレジリエンス向上は重要な地域課題のひとつ
 指定避難場所に優先的に蓄電池付き太陽光発電設備を導入
 蓄電池の特定負荷接続により、停電時に活用する特定負荷に電力が供給される構成をとっている
（例：避難住民が集まる集会室と情報処理機能がある事務室）

 警報発令時等、停電が予見される場合には、経済的な蓄電池運用を中止し、避難所開設に備え充電状態を維持する運用

特定負荷接続構成のシステム図 特定負荷接続構成の既存分電盤










